
実施主体

ＣＮ
（カーボンニュートラル）

ＧＸ
（グリーントランスフォーメーション）

ＮＰ
（ネイチャーポジティブ、生物多様性）

ＤＸ
（デジタルトランスフォーメーション）

 温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。2050
年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする政府
目標。

 化石エネルギーを中心とした現在の産業構造・社会構造
をクリーンエネルギー中心へ転換すること。脱炭素化社会
を構築しようとする取り組み

 生物多様性の損失を食い止め、反転・回復軌道に乗せる
こと。COP15(2022年)において2030年までに実現すること
として設定された国際目標

 データとデジタル技術を活用してビジネスモデルを変革
し、業務や、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、
競争上の優位性を確立させること。

○ ○

取組名称

具体的な
取組内容

経 費

効 果

課 題

備考欄

・オリジナルトイレットペーパー購入代、1000個で72,000円（版代・トイレットペーパー・巻紙代込みの価格）
・廃棄文書搬送費（宅配料金）

一般社団法人 名古屋林業土木協会会員のＣＮ、ＧＸ、生物多様性、ＤＸなどの取組事例

付知土建 株式会社

区 分

廃棄文書や古紙の循環利用の取り組み
～紙資源循環型オリジナルトイレットペーパー制作～

 障害者支援施設「社会福祉法人ふじのやま富士市立くすの木学園」の施設利用の皆さんが制作する「紙資源循環型オリジナルトイ
レットペーパー」の取り組みに支援した。
 具体的には、自社で発生する廃棄文書等古紙を同施設に提供し、雑誌再生施設において企業・学校・家庭から収集された古雑誌を
合わせリサイクル再生紙100%のトイレットペーパーを制作した後、巻紙作業を再び同施設の利用者さんが作業を行い納品していただ
いた。https://fujinoyama.net/paper/

・障害者総合支援法における支援活動の一助となりました。
・巻紙には自社の会社名・会社ロゴ・マークが印刷されたことから企業活動としてもＰＲ効果がありました。
・雑誌、文書に付している少量の金属類の分別が必要ないため、これまで廃棄処分にかかる分別作業の手間が無くなりました。
・納品されたトイレットペーパーは能登半島地震災害支援物資としても活用できました。




